
自治基本条例の制定に向けて：2
西口自転車・バイク置場が変わります：3
　 走るのって楽しい！：10
●「虹のマーチ」が折り込まれています
＊川越市ホームページ（http://www.city.kawagoe.saitama.jp/）でも、広報川越をご覧になれます。
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自
治
基
本
条
例
の
制
定
に
向
け
て

自
治
基
本
条
例
の
制
定
に
向
け
て

個
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
へ

　

生
活
に
最
も
近
く
、
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
る
市

町
村
な
ど
の
自
治
体
。「
地
域
で
で
き
る
こ
と
は
地

域
で
」
と
い
う
考
え
方
に
よ
り
、
近
年
、
国
か
ら
自

治
体
に
多
く
の
権
限
が
移
譲
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
時

に
、
そ
の
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
柔
軟
な
対
応
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
自
治
体
は

地
域
の
将
来
像
を
自
ら
描
き
、
個
性
を
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に

は
、
地
域
に
か
か
わ
る
皆
さ
ん
の
協
力
と
、
ま
ち
づ

く
り
に
参
加
す
る
た
め
の
ル
ー
ル
が
必
要
で
す
。
こ

の
ル
ー
ル
を
作
り
、
自
ら
の
手
で
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
に
、
市
で
は
自
治
基
本
条
例
の
制
定
に
向

け
て
検
討
を
始
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

自
治
基
本
条
例
は
ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル

　

自
治
基
本
条
例
と
は
、
住
む
・
働
く
・
学
ぶ
な
ど

で
地
域
に
か
か
わ
る
皆
さ
ん
が
、
よ
り
豊
か
で
魅
力

的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
、
よ
り
ど
こ
ろ

と
な
る
も
の
で
す
。
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
際
に
必
要

な
考
え
方
や
、
そ
れ
に
か
か
わ
る
皆
さ
ん
の
役
割
な

ど
、基
本
的
な
ル
ー
ル
や
し
く
み
を
定
め
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
同
条
例
は
、「
自
治
体
の
憲
法
」
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
条
例
が
制
定
さ
れ
る
と
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
自

ら
の
手
で
、
川
越
の
特
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
治
基
本
条
例
の
連
続
講
座
を
開
催

　

自
治
基
本
条
例
の
制
定
に
向
け
て
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
理
解
と
協
力
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
、
同
条

例
の
意
味
や
意
義
を
理
解
し
、
考
え
て
い
く
た
め
の

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
川
越
の
ま
ち
づ
く
り
を
共
に
考
え
、

自
ら
の
手
で
形
作
っ
て
い
く
た
め
の
第
一
歩
と
な
る

こ
の
講
座
に
、
一
人
で
も
多
く
の
方
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。 政

策
企
画
課
L
2
2
4
︲
5
5
0
3

●自治基本条例連続講座
　当日直接、会場にお越しください。

日程 講師・内容

11月22日㈪ 尚美学園大学准教授・真
ま

下
した

英
えい

二
じ

さん
「自治基本条例とは」

来年1月21日㈮ 法政大学教授・廣
ひろ

瀬
せ

克
かつ

哉
や

さん
「自治基本条例の動向と課題」

2月  8日㈫ 関東学院大学教授・出
いず

石
いし

稔
みのる

さん
「自治基本条例の制定に向けて」

時間…午後6時～8時30分（開場＝午後5時40分）
会場…7ＡＢ会議室（市役所本庁舎7階）
対象…市内在住・在勤・在学
定員…各先着150人



	 3	 広報川越№1234・2010.11.10

川
越
の
玄
関
口
と
し
て

　

川
越
に
電
車
で
訪
れ
た
と
き
、
最
初

に
目
に
す
る
の
は
駅
前
の
景
色
。
そ
れ

ゆ
え
に
、
駅
は
顔
や
玄
関
に
例
え
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

川
越
駅
西
口
は
、
市
内
に
あ
る
駅
周

辺
で
唯
一
自
転
車
放
置
禁
止
区
域
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
川
越
駅

西
口
仮
設
自
転
車
・
バ
イ
ク
置お

き

場ば

（
以

下「
仮
設
置
場
」）は
、
駅
周
辺
に
あ
る

市
有
地
と
し
て
、
そ
の
有
効
活
用
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

仮
設
置
場
を
整
備

　

10
月
の
調
査
で
は
、
仮
設
置
場
に
あ

る
自
転
車
・
バ
イ
ク
は
約
四
千
台
。
自

転
車
が
密
集
し
て
い
て
、
出
し
入
れ
が

難
し
い
状
態
で
す
。
ま
た
、
長
期
間
置

い
た
ま
ま
の
も
の
も
あ
り
、
景
観
・
防

犯
上
望
ま
し
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
仮
設
置
場
の
土
地
を
、
自
転

車
・
バ
イ
ク
駐
車
場
の
知
識
や
経
験
を

持
つ
民
間
事
業
者
に
貸
す
こ
と
に
し
ま

し
た
。
民
間
事
業
者
は
仮
設
置
場
を
、

安
心
し
て
使
え
る
自
転
車
・
バ
イ
ク
駐

車
場（
以
下「
新
駐
車
場
」）に
整
備
。
新

駐
車
場
は
来
年
早
期
、
遅
く
と
も
4
月

1
日
ま
で
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

整
備
前
に
自
転
車
・
バ
イ
ク
を
処
分

　

新
駐
車
場
整
備
に
先
立
ち
、
仮
設
置

場
に
一
週
間
以
上
置
い
た
ま
ま
の
自
転

車
・
バ
イ
ク
は
、
11
月
29
日
㈪
以
降
、

移
動
・
破
砕
な
ど
の
処
分
を
し
ま
す
。

仮
設
置
場
は
12
月
7
日
㈫
に
閉
鎖
し
、

残
っ
て
い
る
自
転
車
・
バ
イ
ク
を
同
様

に
処
分
し
ま
す
。
12
月
8
日
㈬
か
ら
新

駐
車
場
オ
ー
プ
ン
ま
で
の
間
は
、
隣
の

川
越
駅
西
口
暫
定
自
由
広
場
を
臨
時
自

転
車
・
バ
イ
ク
置
場
と
し
て
利
用
で
き

ま
す
。

　

新
駐
車
場
の
規
模
・
形
態
・
料
金
は

民
間
事
業
者
が
決
定
し
、
料
金
は
オ
ー

プ
ン
前
ま
で
に
入
り
口
な
ど
で
掲
示
さ

れ
ま
す
。
新
駐
車
場
の
土
地
は
、
川
越

駅
西
口
周
辺
地
区
基
本
構
想
の
対
象
地

区
に
含
ま
れ
る
た
め
、
民
間
事
業
者
へ

の
貸
付
期
間
は
三
年
間（
延
長
に
よ
り

最
大
四
年
間
ま
で
）で
す
。
な
お
、
土

地
の
賃
料
は
市
の
歳
入
に
な
り
ま
す
。

美
し
い
駅
前
空
間
へ

　

新
駐
車
場
は
、
業
務
経
験
の
豊
富
な

民
間
事
業
者
の
管
理
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
出
し
入
れ
し
や
す
い
安
全
な

駐
車
場
に
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
川
越
駅
西
口
周
辺
の
定
期
的

な
自
転
車
放
置
対
策
を
行
い
、
良
好
な

生
活
環
境
の
保
持
に
努
め
ま
す
。ま
た
、

自
転
車
放
置
禁
止
区
域
に
指
定
す
る
た

め
の
取
り
組
み
や
、
今
後
自
転
車
・
バ

イ
ク
駐
車
場
を
整
備
す
る
際
に
必
要
な

台
数
の
把
握
を
行
い
ま
す
。

川越地方庁舎川越地方庁舎

川
越
駅

川
越
駅

ク
ラ
ッ
セ
川
越

路上喫煙
禁止地区
指定喫煙場所…

南公民館

市営自転車駐車場（有料）

西
口

東
口

12月8日からオープンまで、
臨時自転車・バイク置場
として利用できます。

仮設自転車・バイク置場（無料）
川越駅西口暫定自由広場（臨時・無料）

12月7日に閉鎖。
閉鎖時に残った自転車・
バイクは処分します。
来年早期に民営の
有料自転車・バイク駐車場
としてオープンします。

仮
設
置
場
に
一
週
間
以
上

置
い
た
ま
ま
の
自
転
車
・
バ
イ
ク

を
移
動
・
破
砕
な
ど
で
処
分
開
始

11/29
仮
設
置
場
の
閉
鎖

12/7
川
越
駅
西
口
暫
定
自
由
広
場
の

臨
時
自
転
車
・
バ
イ
ク
置
場

使
用
開
始

12/8
閉
鎖
時
に
仮
設
置
場
に
残
っ
た

自
転
車
・
バ
イ
ク
の
処
分
開
始

新
駐
車
場
オ
ー
プ
ン（
民
営
・
有
料
）

川
越
駅
西
口
暫
定
自
由
広
場
の

臨
時
自
転
車
・
バ
イ
ク
置
場
閉
鎖

●
駐
車
場
整
備
の
予
定

美
し
い
川
越
駅
西
口
の
た
め
に

西
口
自
転
車
・

バ
イ
ク
置
場
が

変
わ
り
ま
す

安
全
安
心
生
活
課
L
2
2
4
︲
5
7
2
1

管
財
課
L
2
2
4
︲
5
6
3
3



　
「
か
わ
ご
え
都
市
景
観
表
彰
」
は
歴
史

と
伝
統
の
香
る
川
越
の
景
観
に
調
和
し
、

今
後
の
都
市
景
観
を
形
成
し
て
い
く
う
え

で
そ
の
先
駆
け
ま
た
は
象
徴
と
考
え
ら
れ

る
建
築
物
な
ど
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

平
成
2
年
度
か
ら
隔
年
で
実
施
し
、
今
年

度
で
十
一
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

都
市
景
観
表
彰
に
は
、「
都
市
景
観
デ

ザ
イ
ン
賞
」
と「
都
市
景
観
ポ
イ
ン
ト
賞
」

が
あ
り
ま
す
。

　

審
査
は
、「
川
越
市
都
市
景
観
表
彰
審

査
委
員
」
と
二
日
間
に
わ
た
る
「
ま
ち
か

ど
審
査
会
」
の
一
般
投
票
に
よ
っ
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
ち
か
ど
審
査
会
は
、
8
月

6
日
に
ク
レ
ア
パ
ー
ク
、
8
月
7
日
に
川

越
ま
つ
り
会
館
で
行
わ
れ
、
五
百
四
十
人

の
方
が
投
票
し
ま
し
た
。
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平
成
22
年
度
か
わ
ご
え
都
市
景
観
表
彰

都
市
景
観
課
L
2
2
4
‐
5
9
6
1

川
越
市
都
市
景
観
表
彰
審
査
委
員

（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

葛か

西さ
い

紀き

巳み

子こ

…
ア
メ
ニ
テ
ィ
＆
カ

　

ラ
ー
プ
ラ
ン
ナ
ー

坂さ
か

口ぐ
ち

明あ
き

夫お

…
川
越
商
工
会
議
所
中

　

小
企
業
相
談
所
所
長

関せ
き

根ね

伸の
ぶ

夫お

…
彫
刻
家

馬ば

場ば

璋
し
ょ
う

造ぞ
う

…
建
築
評
論
家

宗む
な

形か
た

慧さ
と
し

…
写
真
家

渡わ
た

辺な
べ

光み
つ

子こ

…
青
山
環
境
デ
ザ
イ
ン
研

　

究
所
所
長

小路にたたずむ家（末広町3丁目）小路にたたずむ家（末広町3丁目）

Market TERRACE（大袋650）Market TERRACE（大袋650）

新河岸川・桜まつり（宮下町2丁目）新河岸川・桜まつり（宮下町2丁目）松岡種苗店 看板（幸町8－4）松岡種苗店 看板（幸町8－4） tricycle cafe（菅原町19－5）tricycle cafe（菅原町19－5）

東邦音楽大学70周年記念館（今泉84）東邦音楽大学70周年記念館（今泉84）

大和屋 川越時の鐘店（幸町8ー3）大和屋 川越時の鐘店（幸町8ー3）

都
市
景
観
デ
ザ
イ
ン
賞（
上
・
中
写
真
）

　

空
間
を
構
成
す
る
素
材
す
べ
て
に
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
、
新
し
い
試
み
や
工
夫
が
盛
り

込
ま
れ
、
景
観
づ
く
り
に
対
す
る
模
範
と
な
る
も
の

都
市
景
観
ポ
イ
ン
ト
賞（
下
写
真
）

　

景
観
を
つ
く
り
出
す
さ
ま
ざ
ま
な
具
象
的
・
抽
象
的
要
素（
ポ
イ
ン
ト
）に
つ
い
て
の

模
範
と
な
る
も
の

　都市景観シンポジウムは、市と市民・事業者の

皆さんが共に都市景観への理解を深め、優れた都

市景観の創造を目指すため、平成元年から開催し

ています。当日、直接会場へお越しください。経

費は無料です。

日時…11月18日㈭、午後1時～4時30分

会場…川越プリンスホテル（新富町1丁目）

都市景観シンポジウム
内�容…かわごえ都市景観表彰授与式▶景観法と歴

史まちづくり法を題材としたパネルディスカッ

ション

コ�ーディネーター…東京大学教授・西
にし

村
むら

幸
ゆき

夫
お

さん

パ�ネリスト…工学院大学教授・後
ご

藤
とう

治
おさむ

さん▶大阪

大学大学院准教授・小
こ

浦
うら

久
ひさ

子
こ

さん

定員…先着200人

都市景観課L224－5961
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あなたの向学心を応援します

区　分 貸付金

修学資金
（月額）

高等学校
専修学校（高等）

公立 18,000円
私立 30,000円

短大
専門学校（専門）

公立 45,000円

私立 53,000円

大学
公立 45,000円

私立 54,000円

専修学校（一般） 31,000円

就学支度

資金

小学校 39,500円

中学校 46,100円

高等学校
専修学校（高等）

公立 150,000円

私立 410,000円

大学・短大
専修学校（専門）

公立 370,000円

私立 580,000円

専修学校（一般）・修業施設（中卒） 150,000円

修業施設（高卒） 90,000円

子育て支援課L224－5821ひとり親家庭のために
　母子・父子家庭を対象に、授業料の一部と入学準備金
を無利子でお貸しします。
修学資金と就学支度資金
対象…母子家庭の母、父子家庭の父
償�還期間…修学資金＝貸付期間の2～3倍▶就学支度資金
＝5年以内

提�出書類…①貸付申請書②全部事項証明書（戸籍謄本）③
所得証明書（申請者・保証人）④合格通知書の写し⑤借
用書⑥印鑑証明書（⑤⑥は貸し付け決定後に提出）
＊①の用紙は、子育て支援課（本庁舎2階）にあります。
申�し込み…修学資金は随時、就学支度資金は来年3月末
日までに、子育て支援課
＊貸し付けを受けるには、母子自立支援員による事前相
談が必要です。小中学校の就学支度資金は所得税非課税
世帯に限ります。
＊ひとり親家庭に係る貸し付けは、ほかにもあります。
詳しくは、お問い合わせください。
＊父子家庭への貸し付けは、予算枠に達した時点で終了。

学資金と入学準備金
対�象（次の要件をすべて満たす方）…①市内に引き続き6
か月以上在住している②経済的理由で学資金や入学準
備金の支出が困難である③学業成績が良好である

償還期間…貸付期間の2倍（据え置き期間＝卒業後6か月）
提�出書類…①借入申請書②校長の推薦書③成績証明書④
健康診断書⑤住民票（家族全員のもの）⑥合格通知書の
写し⑦保護者全員の平成22年分の源泉徴収票または
確定申告控えの写し

申し込み…来年2月1日㈫～3月4日㈮に教育総務課
＊①②の用紙は、教育総務課（東庁舎2階）にあります（市
ホームページからもダウンロードできます）。⑥は申込
期間後の提出も可能です。

教育総務課L224－6074市の育英資金
区　分 貸付金

学資金
（月額）

高等学校
国公立 13,000円

中等教育学校
（後期課程に限る）

私立 20,000円
専修学校

高等専門学校 16,000円

大学（短期大学含む） 30,000円

入学準備金

高等学校
国公立 150,000円

中等教育学校
（後期課程に限る）

私立 280,000円
専修学校

高等専門学校 160,000円

大学（短期大学含む） 360,000円

　来年4月から、高校・中等教育学校（後期課程に限る）・
高等専門学校・大学・専修学校などに進学または在学す
る方で、経済的に教育費などの支出が困難な方に、無利
子でお貸しします。

＊貸付決定にあたっては審査があります。申請された方
全員に貸し付けが決定されるとは限りません。

子育て支援課L224－5821ひとり親家庭に、お子さんの就学支度金を支給
　来春、中学校に入学するお子さんを養育しているひと
り親家庭に、県から就学支度金が支給されます。該当す
る方は申請してください。
対�象…母子・父子家庭、または父母のいない児童を養育
している方で、市民税非課税世帯の方（生活保護受給
世帯を除く）

支給額…児童1人につき10,000円
申�請方法…12月28日㈫までに、申請者名義の普通口座
の通帳を持参し、子育て支援課
※申請書の提出期限後に母子・父子家庭になった場合は、
来年3月31日㈭まで受け付けます。
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京
都
・
大
阪
行
き
　
　
　
　
　

高
速
ツ
ア
ー
バ
ス
が
運
行
開
始

都
市
交
通
政
策
課
L
2
2
4
︲
5
5
1
9

　

8
月
1
日
か
ら
京
都
・
大
阪
行
き
夜
行

高
速
ツ
ア
ー
バ
ス
の
運
行
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。

市�

内
バ
ス
停
…
本
川
越
駅
・
川
越
駅
西
口

自
由
広
場
前

運
賃
…
八
千
三
百
円（
片
道
）

＊
運
行
日
限
定
、
事
前
予
約
制
で
、
運
行

日
・
時
刻
の
確
認
・
予
約
は
、
イ
ー
グ
ル

ト
ラ
ベ
ル
㈱
L
0
1
2
0
︲
1
1
9
6
4
1

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。　

戦
略
的
環
境
影
響
評
価
報
告
書

縦
覧
・
説
明
会

環
境
政
策
課
L
2
2
4
︲
5
8
6
6

　
「
圏
央
鶴
ヶ
島
Ｉ

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

Ｃ
」
周
辺
地
域
整
備

に
関
す
る
「
戦
略
的
環
境
影
響
評
価
報
告

書
」
の
縦
覧
と
説
明
会
を
行
い
ま
す
。
同

報
告
書
は
、
対
象
計
画
に
寄
せ
ら
れ
た
意

見
や
そ
れ
に
対
す
る
計
画
策
定
者
の
見

解
、
環
境
面
の
調
査
・
予
測
の
結
果
な
ど

に
つ
い
て
記
載
し
た
も
の
で
す
。

 

縦
覧
期
間
内
に
、
県
に
対
し
て
意
見
書

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
提
出
方

法
な
ど
詳
し
く
は
、
県
環
境
政
策
課

L
0
4
8
︲
8
3
0
︲
3
0
4
1
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

報
告
書
の
縦
覧

縦�

覧
期
間
…
11
月
17
日
㈬
～
12
月
17
日
㈮

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）、
午
前
9
時
～

午
後
4
時
30
分

縦�

覧
場
所
…
環
境
政
策
課（
本
庁
舎
五
階
）、

県
西
部
環
境
管
理
事
務
所
、
県
環
境
政

策
課
ほ
か
県
内
五
か
所

意
見
書
提
出
先
…
県
企
業
立
地
課

意
見
提
出
期
限
…
12
月
17
日
㈮

説
明
会（
県
企
業
立
地
課
主
催
）

日
時
…
11
月
26
日
㈮
、
午
後
7
時
～
8
時

会
場
…
川
鶴
公
民
館

煙
体
験
ハ
ウ
ス
を
新
規
整
備

防
災
危
機
管
理
課
L
2
2
4
︲
5
5
5
4

　

財
団
法
人
日
本
防
火
協
会
か
ら
助
成
を

受
け
、
煙
体
験
ハ
ウ
ス
・
煙
発
生
装
置
を

購
入
し
ま
し
た
。
同
装
置
で
は
、
ハ
ウ
ス

内
に
人
体
に
無
害
な
煙
を
発
生
さ
せ
、
火

災
時
に
お
け
る
煙
の
怖

さ
と
避
難
方
法
を
体
験

す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
地
域
の
防
災
訓
練

に
も
貸
し
出
し
ま
す
。

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

〜ひとくち情報〜　ミニ・インフォメーション　〜ひとくち情報〜
●市民アンケートにご協力ください　広聴課L224－5011
　市民の皆さんの意識や動向を把握し、今後の施策の参考とするためアンケートを実施します。対象は、20歳以上の市民の中
から無作為に選んだ3,000人です。11月に調査票を送付しますので、ご協力をお願いします。
●おおむね50歳以上の方の退職後の就職活動やライフプランの相談（予約制）　緊急地域経済対策室L224－6191
　11月16日㈫・12月7日㈫・21日㈫、午後1時30分～4時＝市民相談室。事前に電話で予約。
● 訂正　都市景観課L224－5961
　 広報川越№1232・3ページ、「まちづくりのあゆみ」。
　十ヵ町会発足・誤＝平成4年　正＝平成5年▶第十六回全国町並みゼミ川越大会・誤＝平成4年　正＝平成5年▶十ヵ町会か
ら伝建地区要望書提出・誤＝平成7年　正＝平成9年▶伝統的建造物群保存地区保存条例を制定・誤＝平成9年　正＝平成10年。

市
税
な
ど
の
納
期
の
お
知
ら
せ

名
称

納
期
限

問
い
合
わ
せ

固
定
資
産
税（
第
3
期
）

11
月
30
日

収
税
課
収
税
管
理
担
当

L
2
2
4
︲
5
6
8
6

国
民
健
康
保
険
税（
第
5
期
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
第
5
期
）

医
療
助
成
課

L
2
2
4
︲
5
8
4
2

介
護
保
険
料（
第
5
期
）

介
護
保
険
課
保
険
料
資
格
担
当

L
2
2
4
︲
5
8
1
7

人
事
発
令（
10
月
16
日
付
け
）

都
市
計
画
部
長
＝
鹿
ノ
戸
健
次

退
職（
10
月
15
日
付
け
）

都
市
計
画
部
長
＝
山
田
陽
太
郎

任
期
付
職
員
の
採
用（
11
月
1
日
付
け
）

政
策
財
政
部
付
副
参
事
兼
総
務
部
付
副
参
事
＝
藤
元
雄
一
郎

職
員
課
L
2
2
4
︲
5
5
5
3
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2日間で80万6,000人が川越まつりを堪能しました2日間で80万6,000人が川越まつりを堪能しました

山車の運行に欠かせない
とびの皆さん（上）
はしご乗り（左）も披露

山車の運行に欠かせない
とびの皆さん（上）
はしご乗り（左）も披露

かわいい手古舞が勢ぞろいかわいい手古舞が勢ぞろい

16日、東武東上線川越駅一日
駅長に任命された子供たち。
みんなで川越のまちと川越ま
つりをＰＲしました

16日、東武東上線川越駅一日
駅長に任命された子供たち。
みんなで川越のまちと川越ま
つりをＰＲしました

小江戸川越
観光グルメ
大使・脇知
弘さんも川
越まつりに
参加

小江戸川越
観光グルメ
大使・脇知
弘さんも川
越まつりに
参加

川越まつり　806,000の熱気
　　
　
　
　今
年
は
10
月
16
日
・
17
日
に
行
わ
れ
た
川
越
ま
つ
り

山
車
と
人
が
行
き
交
う

小
江
戸
の
秋
の
風
物
詩

　　

　
　囃
子
台
の
中
か
ら
の
眺
め

華
麗
な
舞

　　
一
日
駅
長

観
光
グ
ル
メ
大
使



　エイズとは、ＨＩＶ（ヒト免疫不全ウイルス）に感
染して免疫が壊されることにより、さまざまな病気
を発症した状態のことです。
　今年度の世界エイズデーキャンペーンテーマは

「続けよう～Keep the promise,Keep your life ～」。
これは、仕事も生活も続けよう、治療を続けよう、
エイズと闘う人たちを支え続けよう、予防と支援の
メッセージを送り続けよう、ユニバーサルアクセス
を目指し続けよう、関心を持ち続けようということ。

　現在ＨＩＶ感染は、治療方法の進歩により、適切
な時期に治療を始めれば、発病を防ぎ仕事も生活も
続けることができるようになってきています。大切
なのは、予防、早期発見、早期治療、患者・感染者
が安心して生活を送り治療を受けられるよう病気へ
の正しい理解と支援です。ＨＩＶ感染は自覚症状が
なく、気づかないうちにパートナーに感染を広げて
しまう危険があります。ＨＩＶ感染・エイズを他人
事と思わず、関心を持つ人が増えることも重要です。

消
費
生
活
の
豆
知
識
　
そ
の
8　

高
齢
者
に
目
立
つ
薬
包
装
の
誤
飲
事
故

事
例
…
処
方
さ
れ
た
薬
を
、
包
装
ご
と
飲
み
込
ん

で
し
ま
っ
た
。
の
ど
が
痛
く
救
急
車
で
病
院
に
行

っ
た
が
、の
ど
の
裏
側
に
引
っ
掛
か
っ
て
し
ま
い
、

レ
ン
ト
ゲ
ン
で
は
見
つ
か
ら
ず
、
数
時
間
か
け
て

内
視
鏡
で
取
り
出
し
た
。

　

薬
の
包
装
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
ア
ル
ミ
な
ど

を
貼
り
付
け
た
Ｐ
Ｔ
Ｐ
包
装
シ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る

も
の
が
主
流
で
す
。
こ
れ
を
一
錠
単
位
に
切
っ
て

し
ま
う
と
、
飲
み
込
み
や
す
い
サ
イ
ズ
に
な
り
、

誤
飲
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ｐ
包
装
を
飲

み
込
ん
で
し
ま
う
と
、
自
力
で
取
り
出
す
こ
と
は

難
し
く
、
Ｘ
線
写
真
に
も
写
り
に
く
い
た
め
、
内

視
鏡
手
術
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
身
体
へ
の
負
担

も
大
き
く
な
り
ま
す
。

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

①�

Ｐ
Ｔ
Ｐ
包
装
に
は
、
誤
飲
防
止
の
た
め
、
横
ま

た
は
縦
の
み
の
一
方
向
に
ミ
シ
ン
目
が
入
っ
て

い
ま
す
。
一
錠
単
位
に
切
ら
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

②�

高
齢
者
の
誤
飲
事
故
が
目
立
ち
ま
す
。
家
族
な

ど
、
周
り
に
い
る
人
も
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

③�

Ｐ
Ｔ
Ｐ
包
装
を
飲
み
込
ん
だ
か
も
し
れ
な
い
と

思
っ
た
ら
、た
だ
ち
に
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

④�

複
数
の
薬
を
飲
む
時
間
帯
ご
と
に
一
つ
の
袋
に

ま
と
め
て
入
れ
る
「
一
包
化
」
が
可
能
で
す
。

有
料
に
な
る
場
合
や
、
薬
剤
に
よ
っ
て
は
一
包

化
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
薬
剤
師
な
ど

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

生
活
情
報
セ
ン
タ
ー
L
2
2
6
︲
7
0
6
6（
相
談
専
用
L
2
2
6
︲
7
4
7
6
︶

保健予防援課
L227－5102

12月1日は、世界エイズデーですけんこう
いんふぉ

　

も
う
す
ぐ
サ
ザ
ン
カ

の
咲
く
季
節
。
笠
幡
駅

か
ら「
さ
ざ
ん
か
通
り
」

に
出
か
け
ま
し
た
。

　

笠
幡
駅
を
出
る
と
、

駅
舎
の
壁
に
見
慣
れ
な

い
も
の（
右
写
真
）を
発
見
！　

調
べ
て
み
る

と
、
昭
和
62
年
4
月
1
日
に
国
鉄
か
ら
Ｊ
Ｒ

に
な
っ
た
と
き
に
作
ら
れ
た
ヘ
ッ

ド
マ
ー
ク
。
川
越
線
を
走
っ
て
い

た
電
車
に
、
実
際
に
付
い
て
い
た

も
の
だ
と
か
。
現
在
は
金
属
製
が

ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
こ
れ
は
木
で

で
き
て
い
ま
す
。

　

駅
前
を
ま
っ
す
ぐ
行
く
と
、
県
道
川
越
日

高
線
に
出
ま
す
。
目
的
地
ま
で
は
、
そ
こ
か

ら
川
越
シ
ャ
ト
ル
で
約
五
分
。「
さ
ざ
ん
か

通
り
」
の
バ
ス
停
を
降
り
る
と
、
名
前
の
と

お
り
サ
ザ
ン
カ
の
垣
根
が
続
い
て
い
ま
す
。

垣
根
に
は
、
つ
ぼ
み
が
た
く
さ
ん
。
川
越
景

観
百
選
に
選
ば
れ

て
い
る
こ
の
通
り

に
、
白
や
ピ
ン
ク

の
花
が
咲
く
鮮
や

か
な
季
節
は
も
う

す
ぐ
そ
こ
で
す
。

今回出かけたのは

「笠幡駅」川越
再
発見
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　保健所ではエイズ即日検査を実施しています。無料・匿名で受けることができます。

採血・問診をし、約1時間後に結果が出ます。病気についての理解を深めるため、あ

なた自身と大切な人を守るため、ご利用ください。事前に、電話で予約が必要です。

エイズ即日検査＝毎月第2月曜日（祝日除く）、午後1時30分～3時

土曜エイズ即日検査・相談＝12月4日（土）、午後1時30分～3時

レッドリボン
はエイズに対
する理解と支
援のシンボル
です（現物の
リボンは
赤色です）。



ア
イ
ヌ
民
族
に
つ
い
て
学
ん
で
考
え
た
こ
と
①

高
階
中
学
校
　
一
年

　

ア
イ
ヌ
民
族
…
…
中
学
生
の
私
た
ち
に

は
聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
。

あ
る
本
に
は
、「
ア
イ
ヌ
民
族
と
は
、
北

海
道
に
古
く
か
ら
住
ん
で
い
て
、
自
然
の

恵
み
に
感
謝
し
、
人
間
を
深
く
愛
し
、
平

和
な
暮
ら
し
を
し
て
い
た
民
族
で
あ
る
」

と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
私
は
、
そ
の
北

海
道
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
私
の
母
が
ア
イ

ヌ
民
族
に
つ
い
て
、
よ
く
話
を
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

ア
イ
ヌ
と
は
、
ア
イ
ヌ
語
で
「
人
間
」

と
い
う
意
味
だ
そ
う
で
す
。
歴
史
の
本
で

は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

江
戸
時
代
に
松
前
藩
が
北
海
道
に
や
っ
て

く
る
と
、
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
の
生
活
は
か

な
り
制
限
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
松
前

藩
の
家
臣
と
の
不
利
な
交
易
に
腹
を
立
て

た
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
と
い
う
首
長
が
ア
イ

ヌ
の
仲
間
と
共
に
戦
い
を
起
こ
し
、
松
前

藩
と
全
面
戦
争
に
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、

シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
は
毒
で
殺
さ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
こ
れ
を
「
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン

の
戦
い
」と
い
い
ま
す
。
そ
の
事
件
の
後
、

ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
は
ア
イ
ヌ
民
族
独
自
の

文
化
を
失
い
、
差
別
な
ど
を
受
け
大
変
つ

人
権
教
育
シ
リ
ー
ズ

児
童
・
生
徒
の
人
権
作
文
⑥

地
域
教
育
支
援
課
L
2
2
4
︲
6
0
8
6

　

こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
平
成
21
年
度
川
越
市
人
権
教
育
実
践
報
告
会
で
発
表
し
た
小
中
学
生
の
人
権
作
文
を
紹
介
し
ま
す
。

ら
い
生
活
を
し
て
き
た
そ
う
で
す
。

　

ア
イ
ヌ
民
族
と
い
う
理
由
で
い
じ
め
ら

れ
た
り
、
働
か
せ
て
も
ら
え
な
い
こ
と
も

あ
っ
た
と
、
私
の
母
が
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
母
が
通
っ
て
い
た
学
校
に
ア
イ
ヌ
の

血
を
ひ
く
人
も
い
た
と
言
っ
て
い
ま
し

た
。
母
が
住
ん
で
い
た
近
く
に
は
ア
イ
ヌ

の
人
た
ち
が
生
活
を
し
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
す
。
母
が
小
さ
い
こ
ろ
、
湖
に
遊
び

に
行
く
と
、
ふ
さ
ふ
さ
の
長
い
ひ
げ
を
生

や
し
て
ア
イ
ヌ
民
族
の
衣
装
を
着
た
人
を

よ
く
見
か
け
た
そ
う
で
す
。　
（
つ
づ
く
）
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変えます。ここを！　⑦「小中学校の校舎の改修」

品格あるまちを目指して

　市には、市立の小学校が32校（校舎118棟）、中学校が22
校（同76棟）あります。それぞれの学校の校舎および体育館
について現在、耐震補強工事を行っています。子供たちの安
全を守るとともに、災害の際には避難場所となることから市
政の重要課題に位置づけ、平成24年度末の耐震化完了を目
指して積極的に進めています。
　耐震補強工事と併せて、一部では改修工事も行っています。
これは、建物の経年劣化を最小限に止め、長く良好に使うた
めに随時、実施していかなければならないものです。
　昭和30年代、40年代に建築した校舎は75棟あり、大部
分は大規模改修工事が必要な状態です。しかし、それには大
まかな見積もりでも、1棟当たり約2億円の費用がかかりま
す。これまで、予算がない等の理由により、大規模な改修に
取りかかれずにきましたが、今後はきちんと改修計画を立て、
順次着手していきます。
　昨年、タウンミーティングで「市内の某中学校を見た旅行
者から 『あれは廃校ですか』 と尋ねられた。市民として恥ず
かしい」という意見をいただきました。すぐにその学校を視
察したところ、非常階段や屋上の手すり等がぼろぼろ、コン
クリートとの接続部分がさびて浮き上がっている状態を見て
驚きました。「廃校」と見られるほど校舎が老朽化したまま
であるにもかかわらず手入れがされていないことは、不名誉
なばかりか、実際に危険を伴う状態であったため、すぐに改
修を指示し、今年度工事を行っています。
　市の財政は、景気の低迷により歳入が減り、義務的経費が
増加傾向にあり、その一方で投資的経費が減少するという、
いわゆる財政の硬直化が進んでいる状態です。しかしながら、
何とかして子供たちの安全のための費用は捻

ねん

出
しゅつ

し、校舎の大
規模改修工事を計画的に、かつ、できる限り早く進めていき
たいと考えています。



　

高た
か

階し
な

西
小
学
校
の
校
庭
に
、
準
備

運
動
を
す
る
元
気
な
掛
け
声
が
響
き

ま
す
。
十
分
に
体
を
ほ
ぐ
す
と
、
学

年
別
グ
ル
ー
プ
で
走
り
出
し
、
長
距

離
、
短
距
離
、
リ
レ
ー
な
ど
の
メ
ニ

ュ
ー
を
こ
な
し
ま
す
。

　

監
督
の
川か

わ

又ま
た

正ま
さ

夫お

さ
ん
（
65
歳
・

砂
新
田
）は「
私
た
ち
指
導
者
は
、
け

が
の
防
止
が
大
切
な
役
割
」
と
話
し

ま
す
。
そ
の
た
め
、
準
備
運
動
に
多

く
の
時
間
を

か
け
ま
す
。

コ
ー
チ
た
ち

も
、
励
ま
し

た
り
、
休
ま

せ
た
り
一
人

ひ
と
り
の
調

子
に
気
を
配

り
ま
す
。

　

フ
ァ
イ
ト

マ
ラ
ソ
ン
結

成
の
き
っ
か

け
は
、
川
又

さ
ん
が
27
歳

の
時
、
近
所
の
子
供
と
走
り
始
め
た

こ
と
。
三
十
八
年
目
の
現
在
、
小
学

一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
の
四
十
六

人
が
在
籍
。
練
習
拠
点
の
高
階
西
小

学
校
の
ほ
か
、
新
宿
や
今
成
の
小
学

校
か
ら
の
参
加
者
も
い
ま
す
。ま
た
、

コ
ー
チ
は
、
自
分
の
子
供
の
入
団
で

か
か
わ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
退
団

後
も
続
け
る
と
か
。そ
の
理
由
を「
子

供
た
ち
の
成
長
す
る
姿
を
見
る
の
が

楽
し
い
か
ら
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

子
供
た
ち
は
、
走
る
こ
と
に
意
欲

的
。
沢さ

わ

田だ

蓮れ
ん

太た

く
ん
（
高
階
西
小
六

年
）は「
一
位
に
な
っ
た
と
き
や
、
自

己
ベ
ス
ト
の
記
録
が
出
た
と
き
は
う

れ
し
い
。
次
の
目
標
は
、
千
五
百
メ

ー
ト
ル
で
五
分
を
切
る
こ
と
」。
力

を
伸
ば
す
た
め
、
体
力
や
調
子
に
合

わ
せ
、
一
人
ひ
と
り
の
目
標
を
設
定

し
ま
す
。「
大
切
な
の
は
、
良
い
結

果
で
は
な
く
、
途
中
の
頑
張
り
を
褒

め
る
こ
と
」
と
川
又
さ
ん
。

　

練
習
の
合
間
、
け
が
防
止
の
た
め

の
小
石
拾
い
は
、
監
督
や
コ
ー
チ
は

も
ち
ろ
ん
、
子
供
た
ち
も
含
め
、
気

が
付
い
た
人
が
行
い
ま
す
。
ま
た
、

練
習
の
集
合
場
所
に
し
て
い
る
公
園

の
ご
み
拾
い
も
し
ま
す
。
自
分
た
ち

が
使
う
場
所
や
道
具
を
大
切
に
す

る
、
当
た
り
前
の
こ
と
を
自
然
に
で

き
る
子
供
を
育
て
る
こ
と
も
フ
ァ
イ

ト
マ
ラ
ソ
ン
の
目
標
で
す
。

　

小
江
戸
川
越
マ
ラ
ソ
ン
で
、
コ
ー

チ
た
ち
は
大
会
運
営
の
手
伝
い
を
し

ま
す
。「
参
加
し
た
人
た
ち
に
楽
し

ん
で
走
っ
て
も
ら
え
る
と
う
れ
し
い

で
す
ね
」
と
会
長
の
松ま

つ

尾お

光み
つ

章あ
き

さ
ん

（
62
歳
・
砂
新
田
）。
小お

田だ

島じ
ま

菜な

月つ
き

さ

ん
（
高
階
西
小
六
年
）は
「
お
母
さ
ん

と
フ
ァ
ン
ラ
ン
に
出
場
し
ま
す
。
小

学
生
最
後
の
思
い
出
に
す
る
こ
と
が

で
き
て
う
れ
し
い
」
と
、
今
か
ら
走

る
の
が
楽
し
み
な
様
子
で
し
た
。

	広報川越№1234・2010.11.10	 10

ひま
ちと

大会当日の午前8時から正午まで、コースおよび周辺に交通規制が敷かれます。ご協力をお願いします。

みんなで応援 !! 小江戸川越マラソン2010いよいよスタート！11月28日㈰

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
野
球
、
サ
ッ
カ
ー
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
市
内

五
十
五
団
体
。
そ
の
中
か
ら
、
陸
上
競
技
に
取
り
組
む
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

「
フ
ァ
イ
ト
マ
ラ
ソ
ン
」
を
紹
介
し
ま
す
。

走
る
の
っ
て
楽
し
い
！

たっぷりと時間をかける準備運動。走
り始めるのは体が温まってから。

走る表情やタイムなどから体調を
観察。時には併走をすることも。

短距離走のスタート練習短距離走のスタート練習

学年別のウォーミングアップ学年別のウォーミングアップ
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朝
日
が
さ
す
小こ

畔あ
ぜ

水
鳥
の
郷さ

と

公
園
。
散

策
路
を
淡
々
と
走
る
戸と

田だ

博ひ
ろ
し

さ
ん
（
吉
田

新
町
三
丁
目
）。
古
希（
＝
70
歳
）を
迎
え

た
と
は
思
え
な
い
、
し
っ
か
り
と
し
た
足

取
り
で
、
周
回
を
重
ね
ま
す
。

　

戸
田
さ
ん
が
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
始
め
た
き

っ
か
け
は
、
13
歳
の
時
に
聞
い
た
ラ
ジ
オ

放
送
で
し
た
。
そ
れ
は
、
ボ
ス
ト
ン
マ
ラ

ソ
ン
で
山や

ま

田だ

敬け
い

蔵ぞ
う

さ
ん
が
優
勝
し
た
ニ
ュ

ー
ス
。
早
速
、
翌
日
か
ら
走
り
始
め
ま
し

た
。
今
の
日
課
は
、
一
時
間
ほ
ど
汗
を
か

く
こ
と
。
病
気
や
荒
れ
た
天
気
の
時
以
外

は
、
毎
日
走
る
そ
う
で
す
。

　

走
り
続
け
る
こ
と
で
、
肺
を
患
う
な
ど

あ
ま
り
丈
夫
で
は
な
か
っ
た
体
が
、
だ
ん

だ
ん
強
く
な
っ
て
い
く
の
が
実
感
で
き
た

そ
う
で
す
。
24
歳
の
時
、
三
百
日
を
か
け

て
全
国
を
自
転
車
で
行
脚
。「
九
州
か
ら

東
京
ま
で
は
徒
歩
で
踏
破
し
た
体
験
に
よ

り
、
体
だ
け
で
は
な
く
気
持
ち
も
さ
ら
に

強
く
な
っ
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

30
歳
代
は
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
二
時
間

五
十
分
ほ
ど
で
走
る
健
脚
ぶ
り
を
発
揮
。

速
さ
や
順
位
が
、
走
る
こ
と
の
目
標
で
し

た
。
還
暦（
＝
60
歳
）を
迎
え
、「
年
を
重

ね
て
も
走
り
続
け

た
い
」
と
の
思
い

か
ら
、
自
分
に
合

っ
た
無
理
の
な
い

ペ
ー
ス
で
、
楽
し

ん
で
走
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

マ
ラ
ソ
ン
大
会

に
出
場
す
る
と
き
に
は
、
独
特
の
こ
だ
わ

り
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
最
後
尾
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
。「
抜
か
さ
れ
る
心

配
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
。
後
は
自
分
の
ペ

ー
ス
で
走
る
だ
け
で
す
。
結
果
は
、
後
か

ら
つ
い
て
く
る
も
の
。
楽
し
く
走
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
が
何
よ
り
で
す
ね
」

と
ニ
ッ
コ
リ
話
す
戸
田
さ
ん
。

　

目
下
の
楽
し
み
は
、
小
江
戸
川
越
マ
ラ

ソ
ン
の
十
キ
ロ
コ
ー
ス
へ
の
参
加
。
蔵
造

り
の
町
並
み
を
見
な
が
ら
走
る
の
が
、
今

か
ら
と
て
も
待
ち
遠
し
い
様
子
が
う
か
が

え
ま
す
。
次
の
目
標
は
？　

の
問
い
に
、

「
80
歳
ま
で
走
り
続
け
る
こ
と
。
小
江
戸

川
越
マ
ラ
ソ
ン
の
十
回
目
の
大
会
に
出
場

で
き
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
日
々
走
り

続
け
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

目
標
は
80
歳
現
役
ラ
ン
ナ
ー

小小江江戸戸ああるるきき小江戸あるき行って　会って　体験
気になるイベントや人を紹介

ひま
ちと

バスケットボールで親子交流
　スポーツ振

興と親子のふ

れあいを目的

としたバスケ

ットボール教

室が行われま

した。10月2

日、霞ケ関東

小学校に集まったのは、スポーツ少年団登録の3

チームから親子67組128人。指導は、県下唯一

のプロチーム埼玉ブロンコスの選手たち。親子で

ボールの扱い方を学んだり、ゲームでプロと対戦

したりしました。数
かず

野
の

恵
めぐ

未
み

さん（上戸小6年）は「プ

ロ選手は大きくて、ボールさばきは見たことのな

いような速さでびっくりしました」。父親の岳
たけ

志
し

さん（43歳）は「子供と一緒にプレーすることがあ

まりないので、こうした機会は良いですね」と親

子でプロ選手との交流を楽しんだ様子でした。

川越から世界へ
　ゴルフのアジアアマチュア

選手権が、10月7日から10

日までの4日間、霞ヶ関カン

ツリー倶
く

楽
ら

部
ぶ

（笠幡）で行われ

ました。アジア太平洋34か国

などから118人の選手が参加。観戦した荒
あら

井
い

直
なお

一
いち

さん（68歳・笠幡）は「若い選手が多いのに驚きま

した。川越で行われたこの大会から、世界で活躍

する選手が誕生すると良いですね」。武
たけ

田
だ

君
きみ

子
こ

さん

（75歳・川鶴3丁目）は「国際的な大会だけあって、

まるで外国に来たようです」と話してくれました。

ふ
ぉ
と
ニ
ュ
ー
ス
ひま
ちと

ひま
ちと



　店頭などで一年中見かけるブロッコリー。秋か
ら冬が旬の野菜です。作付面積・収穫量・出荷量
において、全国でトップを争う埼玉県。市内でも、
農家の皆さんが若い
世代を含めた生産者

組合を作り勉強会を開くなど、栽培に力を入れています。
　「8月の暑い時期に苗を植えるので、その後の水やりと害虫
対策が重要。特に今年の猛暑は、植えるのも水をやるのも大
変でした。除草剤を使わない努力もしています」と田

た

口
ぐち

一
かず

則
のり

さん（鴨田）。地場産ならではの新鮮な味わい
や歯ごたえが楽しめるブロッコリーは、直売所などで買うことができます。
　緑黄色野菜のブロッコリーは、栄養価が高く、香りや味にくせが無いので、
和・洋・中さまざまな料理に合うのが特徴。ただ日持ちしないので、すぐ
に食べないときは硬めにゆで、小分けに冷凍保存しておくと便利です。日々
の食卓に取り入れて、生活習慣病や風邪に負けない体をつくりましょう。
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市
街
地
に
は
、
丁
字
路
、
曲
が
り

角
な
ど
が
多
い
と
感
じ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
ら
は
、
城
下
町

の
町ま

ち

割わ
り（

城
を
中
心
に
、武
家
・
商
家
・

寺
社
な
ど
を
計
画
的
に
配
し
た
区
画

割
）の
特
徴
で
す
。

　

旧
城
下
の
川
越
街
道
沿
い
、
大
手

町
と
松
江
町
一
丁
目
に
あ
る
鉤
の
手

跡
も
、
そ
の
特
徴
を
良
く
表
し
て
い

る
場
所
の
一
つ
で
す
。鉤
の
手
と
は
、

ほ
ぼ
直
角
に
曲
が
る
道
の
こ
と
。
川

越
と
江
戸
を
結
ぶ
重
要
な
交
通
路
だ

っ
た
同
街
道
で
は
、
敵
が
城
下
内
に

攻
め
込
み
に
く
く
す
る
た
め
、
連
続

す
る
折
れ
曲
が
り
が
造
ら
れ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
二
か
所
の
鉤
の

手
は
、
元げ

ん

禄ろ
く

七
年（
一
六
九
四
）の
城

下
絵
図
に
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

今
で
は
鉤
の
手
部
分
が
広
場
な
ど
に
変
わ
っ
た
り
、
斜

め
に
車
道
が
通
っ
た
り
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
形
は
よ
く

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
つ
も
何
気
な
く
通
っ
て
い
る
道
路

に
も
城
下

町
・
川
越
の

面
影
を
た
ど

る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

編
集
後
記

	

ど
ん
ぐ
り

川
越
歴
史
探
訪

古
き
を
訪
ね
て
新
し
き
を
知
る

文
化
財
保
護
課
L
2
2
4
︲
6
0
9
7

旧
城
下
の
鉤か

ぎ

の
手
跡

小
江
戸
川
越
観
光

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

時と

き

　
薫
る
ま
ち
　
川
越

8

この印刷物は、グリーン購入法に適合する紙を使用し、印刷用の紙へ、リサイクルできます。

川越のブロッコリー

農政課L224－5939

8

市役所前

裁判所前

通町

●裁判所

●市役所

大手町の
鉤の手跡
大手町の
鉤の手跡

松江町

松江町
１丁目の
鉤の手跡

松江町
１丁目の
鉤の手跡

大手町大手町松江町1丁目松江町1丁目

昨年からブロッコリー栽培に
挑戦している田口さん

出 荷 の 約２週 間
前。幾重もの葉に
包まれています

　
月
下
旬
、
安あ

比い

奈な

親

水
公
園
へ
行
き
ま
し

た
。
野
草
園
に
は
、
色
と
り

ど
り
の
コ
ス
モ
ス
と
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
が
咲
い
て
い
ま
し

た（
表
紙
写
真
）。
散
歩
し
た

り
、写
真
に
撮
っ
た
り
…
…
。

訪
れ
た
人
は
思
い
思
い
に
、

目
の
前
に
広
が
る
秋
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
や
野
球
場

な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
あ

る
同
公
園
に
は
、
入
間
川
の

水
を
利
用
し
た
水
路
や
池
が

あ
り
、
自
然
観
察
な
ど
が
で

き
ま
す
。
川
の
せ
せ
ら
ぎ
を

聞
き
な
が
ら
、
深
呼
吸
。
さ

わ
や
か
な
空
気
が
体
を
駆
け

抜
け
ま
し
た
。

　

観
光
地
や
商
店
街
が
あ
る

に
ぎ
や
か
な
市
街
地
と
、
自

然
あ
ふ
れ
る
郊
外
。
両
方
味

わ
え
る
の
が
、
川
越
の
魅
力

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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